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一　調査の経緯と文庫の概要
　現在、インドネシア国立図書館（Perpustakaan·Nasional·Republik·Indonesia:·
PNRI）は、貴重な日本語図書群を所蔵している。これは日本占領期のインドネシ
アで、日本の軍政のもと構築された約1200冊からなる日本語図書群であり、1940年
から44年にかけて、すなわち戦時期に刊行（重版を含む）された図書がその多くを
占める。
　この蔵書群（以下 PNRI 文庫）の成立過程については、戦前のインドネシアにお
ける日本語図書の流通状況を含め、すでに拙稿で明らかにした
（１）
。ここでは、その文
庫全体の目録情報を公開するとともに、具体的な蔵書の状況や特徴、整備していく
上での課題について、調査の経緯や現状とあわせてまとめておくこととしたい。紙
幅の都合上、本誌上では日本文学関連の文献にしぼって目録を掲げ、全体のデータ
はリテラシー史研究会ホームページ（http://www.f.waseda.jp/a-wada/literacy）
で公開することとした。
　この調査は、2012年から実施してきた東南アジア地域における日本語文献の所蔵
調査の一環である。東南アジア各地に遺されている日本語文献、特に図書・雑誌類
について、その歴史と現状を調査・研究し、さらには日本文学の位置や役割をも視
野に入れて考えてみたい。また、より大きな視座に立てば、日本で生まれた書物が、
近代の日本と東南アジア各国との関係史の中でどういう役割を担っていたのか、さ
らには書物の国際的な流れやその変化が、どういう事象や人々の活動と結びついて
きたのかを明らかにしていく可能性もあろう。
　インドネシア国立図書館が保存してきた日本語図書については2014年から調査を
進めており、2016年の調査で日本語蔵書の目録作成を終了した。この蔵書の成立す
る経緯については前述の拙稿で詳述したが、ごく簡単にここでまとめておきたい。
　1942年３月に日本はオランダ領東印度（蘭印）を占領し、現在のジャカルタのあ
るジャワ島は、陸軍第十六軍による軍政がしかれることとなる。戦前からジャワ島
には商業に従事する日本人が居住しており、日本人向けの日本語新聞も1924年から
発行されていた。その発行を担っていたジャワ日報社は、図書や新聞の取次を兼ね
ており、日本からの書物の流通ルートが形成されてもいた。しかしこの流通は両国
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間の緊張、開戦にともない、途絶えてし
まう。
　軍政下のジャワでは、第十六軍宣伝班
の指導のもと、文化宣伝のために、日本
語教育や日本文化を紹介する活動が活発
に展開されていく。そうした活動の中で、
現地でも日本語の出版物、日本語教材や
日本語の雑誌・新聞が刊行されていくこ
ととなる。ただ、長期的・体系的な日本
語教育や、日本文化の効率的な普及には、
日本国内の出版物を占領地へと流通させ
る仕組みを作り上げていくことが必要で
あった。そしてそれら図書をもとに書店
や図書館といった読書環境が戦時下に整
備されていく。占領化のジャワにおいて、
日本語図書の本国からの流通ルートが再
構築され、さらには日本語図書を扱う書
店や図書館の整備がなされていくこととなる。特に1943年からは日本出版配給株式
会社（日配）を中心に、その年の暮れから44年にかけて、書籍の販売店網がインド
ネシアで展開されていくこととなる。1944年のジャワ出版配給社の広告（図１）か
らはこのことがよくうかがえよう
（２）
。
　ジャワの軍政監部は、こうして供給されるようになった新刊図書をもとに、多様
な学問領域にわたる日本語文献を整備した図書館を構築する準備を進めている。こ
れら図書は、現在のインドネシア国立図書館の前身にあたる、バタビヤ博物館に所
蔵されていた。この図書館は日本軍の接収した当時、すでに五十万冊の蔵書を抱え
ていたが、そこに作られた「博物館図書部」に日本語図書の文庫がしだいに形成さ
れることとなる。
　これらの図書は、現在はジャカルタのインドネシア国立図書館の五階貴重書庫に
まとまって配架・保存されているが、一般には公開されていない。また、調査開始
時には目録も作成されていない状況だった。これら図書には蔵書成立時の日本語に
よる「博物館図書部」のラベルと番号が貼られており、その番号のままに今日も配
架されている。利用されることがなかったため、欠番も少なく、図書自体の状態は
比較的よいのだが、日本語が理解できる職員が居ないため、配置や整理が混乱して
いる部分もあった。調査では、タイトル・出版社・発行年月の目録を作成し、同図
図１
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書館でのデータの活用も視野に入れて、著者・タイトルのローマ字表記もあわせて
入れることとした。
二　文庫全体の特徴
　日本占領期インドネシアでは、先に述べたように、現地で生まれた日本語刊行物
もあり、これらについては、これまでにも新聞・雑誌・報告書等の復刻が進められ
てきた。ただし、これらの多くはインドネシア国立図書館に所蔵されているもので
はなく、実際には同図書館所蔵の日本語資料についての研究はなされてきてはいな
い
（３）
。これら日本語図書がこれまで研究の関心を向けられてこなかった理由はいくつ
か考えられる。これらが、もしも近世以前の和装本によるコレクションであったな
ら、あるいは研究者の関心を引いたかもしれない。また、日本占領期を含め、現地
で刊行された日本語出版物によって構成されていれば、その地の独自の刊行物とし
て評価・研究の対象となるだろう。しかし、所蔵されている図書は、一見現在の日
本国内の図書館でもごく普通に所蔵されていそうな形態をした近代の、しかも昭和
期の一般図書類であったため、調査・研究の対象となりにかったと思われる。
　ただ、これらはほとんど1940年代の刊行物であり、実際には日本でも希少な書籍
が少なくない。この時期の刊行物は、紙質の悪さや、空襲・火災による焼失、さら
には終戦後の紙資源の再利用や、連合国軍総司令部（SCAP ／ GHQ）のもとでな
された資料接収等の多くの理由によって失われてきたためである。PNRI 文庫の所
蔵図書は、日本でもごくわずかの図書館しか所蔵していない文献も多く、後述する
ように、特に文芸書にその傾向が顕著である。とはいえ、この文庫が重要なのは、
それぞれの図書の希少性以上に、これらの「まとまり」としての存在である。この
文庫は、戦後増えることも、また減ることもなく、そのまま保管されてきている。
それはつまり、戦時期に構築された図書群を、そのままの形で現在目にすることが
できるということである。戦時期に収集、構築された図書群を、この規模でそのま
ま保管している場所が日本国内にあるだろうか。しかもこの文庫は、戦時期に海外
の日本の占領地で作り上げられたという特殊性をもあわせもっている。いわばこの
文庫全体が、一つの保存すべき重要な形をなしているということでもある。
　この文庫は正確には1194冊からなり、そのうちの四六冊は日本や日本語に関する
外国語文献である。このうち、1940年から1944までの五年間の刊行物が842冊を占
める。すなわち日本語図書のうちの実に76％がこの時期の刊行物なのである。それ
以外の時期の図書には、日本語教材作成に活用されたと思われる明治期の国定教科
書類が83冊、そして55冊の『大正新修大蔵経』が含まれているので、これらやや特
殊な図書を除けば、その多くがこの五年間に刊行された図書であることがわかる。
（36）
インドネシア国立図書館の日本文庫　総目録と文庫の特徴、課題
三　特殊な文献
　PNRI 文庫の全体としての特徴について述べてきたのだが、この資料は当時の一
般刊行図書が中心となっており、かつ学術的な図書が多いこともあって、個々の図
書については日本国内の図書館で所蔵が確認できる図書がほとんどである。ただ、
個々の資料においては特徴的なものも含まれており、日本国内ではほとんど見いだ
すことのできない文献類も見られる。ここでは、そうした特徴的な文献類について、
いくつかとりあげて触れておきたい。
　まず、やはり当時のインドネシアで出版された日本語刊行物については、特徴的
でもあり、かつまた日本国内で所蔵されていない文献類が含まれる。日本占領期の
インドネシアでは、軍の宣伝班が中心となって日本語と現地語とで新聞、雑誌を刊
行しているし、図書も刊行している。蔵書には、こうした活動をうかがうことので
きる日本語教育に役立つ辞書、教科書類が含まれている。現地で刊行された教科書
としては、ジャワ軍政監部の作成した『一般用日本語　上』、及び『ニッポンゴ　
一』が確認できた
（４）
。ジャワで出版された日本語教科書は、南方軍政関係資料として
現在復刻されてもいる
（５）
。ただ、PNRI 文庫所蔵の『ニッポンゴ　一』は、現在復刻
版で目にすることのできる1942年刊行の52頁のものではなく、1944年刊行の改訂版
で、88頁と頁数も大きく異なる。
　ジャワ派遣第十六軍の宣伝班には当時の著名なジャーナリストや作家が参加して
いる。浅野晃、武田鱗太郎、大江賢次、大木惇男、阿部知二や北原武夫ら作家、詩
人のほか、大宅壮一や横山隆一も含まれて
いる。彼らは帰国後にその体験を様々な場
で発表しており、今日、『南方徴用作家叢
書』ジャワ編がこれらの著作の多くを収録
して刊行されてもいる
（６）
。
　このうちの大木惇男による詩集『海原に
ありて歌える』は、現地出版されたものが
この蔵書に二点含まれている。この詩集は
日本国内でも1943年にアルスから刊行され
ており、先の『南方徴用作家叢書』では現
地出版の版が確認できなかったため、国内
刊行の第四版を底本としている。PNRI 文
庫が所蔵しているのは、この現地出版の版
にあたり、日本国内での所蔵は確認できな図２
（37）
い。宣伝班では町田敬二が『潮音譜』を同じく現地で出版しているが、これはこの
蔵書には見られなかった
（７）
。
　占領期よりも前の現地の出版物もわずかだが含まれている。中でも松原晩香『西
方遍路』は珍しく、やはり日本国内では所蔵を確認することができない（図２
（８）
）。
出版したのは、現地の日本語新聞を出版していたジャワ日報社である。この書は、
近世以来の二人の旅人の滑稽な道中記の形式をとっており、近代で言えば『西洋道
中膝栗毛』の系譜にある。北堂、摩速の二人が、インドネシアの各地を行脚してい
くこの書には、「末の世は猟奇古本、考古学究資料とし浮び上り、嘲笑と哭笑を浴
びやう」と跋文で記されているが、その通りに後世の貴重資料となった書物である。
　これまでに述べたように、PNRI 文庫の多くは、1940年代に日本国内で刊行され
た図書類であり、この時期に重版されて刊行されている図書も多く含まれる。した
がって、日本国内の図書館でも所蔵されている図書がその多くを占めるが、これら
の中で日本国内での所蔵がごくわずかしかない一群の図書がある。それは小説、特
に児童向け小説や、講談小説・翼賛小説といったジャンルの小説である。
　戦中から戦争直後の出版物が失われやすい要因については前述したが、加えて、
これらの小説は、図書館や研究機関の収集対象となってこなかったため、今日の日
本の図書館では所蔵がきわめて少ない。学術図書館では研究対象として見なされず、
公共図書館でも軍国主義的な、文学的価値の低い図書と見なされて保存の対象とな
りにくい。
　実際、この文庫には、あとに掲げた目録からも分かるように、著名な近代作家の
著作がまとまって収められているということはなく、文学全集も収められいない
が、今日ではほとんど目にすることのない著者の名前も多く見られる。例えば高木
義賢の七冊の著作が見られるが、これらの図書は国内の所蔵図書館はきわめて少な
く、いずれのタイトルも国立国会図書館でさえ所蔵が確認できない。例えば早稲田
大学図書館の場合、高木義賢の著書自体一冊も蔵していない。高木は講談社の役員
であったが、その著書も数多く、いわゆる児童向けの美談や講談絵本、講談本を数
多く刊行している。
　高木以外にも、講談本が数多く見られるのがこの蔵書の特徴となっているが、こ
れはこの文学ジャンルに対する宣伝班の考え方が反映されたものでもある。先の浅
野晃は当時「講談文学を、何より義士文学を」翻訳すべきことを主張している
（９）
。ま
たこれらの作品について、宣伝班内で現地語新聞での連載計画が検討されていたこ
とも大宅壮一が記している
（10）
。日本の文学や文化をインドネシアに紹介する際に、あ
るいは文学作品を現地の言語に翻訳する際に、講談文学というジャンルの可能性が
宣伝班の中では検討されていたわけである。
（38）
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四　課題と展望
　最後に、PNRI 文庫を今後維持し、活用していくにあたっての課題を考えておき
たい。これまでに日本語資料の目録化を行ったが、さらにその内容についてのより
踏み込んだ考察が必要である。先述した通り、児童向け図書や、講談小説・翼賛小
説といった小説類が大きな特徴をなしているため、その内容についての検討は、こ
の文庫全体の性質を明かすものとなろう。このことはまた、これまでに十分研究が
なされてきていないこのジャンルの必要性を考えさせる。これまでにも、講談本の
多様な影響や役割は指摘されながら、いまだ十分な研究の対象となっていないこと、
また、研究基盤となる資料自体が手に入りにくいという問題点も指摘されてきてい
る
（11）
。
　特にアジア・太平洋戦争期に刊行されたこれら図書は、時局色の強い傾向小説と
して否定的に、かつまた典型化されてとりあげられるばかりであり、具体的なその
役割や機能が十分に明らかにされてきたとは言いがたい。私たちは、こうしたジャ
ンルを文学的に劣位にあるものとして研究の対象から外すのではなく、かつまた戦
争協力の産物として単純化し、考察を放棄するのでもなく、具体的にどのような表
現がどのような読書を作り出していったのかを個々の小説に即しながら明らかにし
ていく必要がある。
　PNRI 文庫を検討していくうえで、同時期の特に日本の占領地・植民地における
日本語図書館との関係を内容的にも、また制度や成り立ちの上からも比較・検討し
ていくことも今後の課題として重要である。今回、PNRI 文庫の書誌情報を調査し
ている際に、国内所蔵の極めて少ない小説類で、かつ海外における所蔵情報が見つ
かった文献が複数あった。その所蔵先は、天津図書館である。これは、戦前の天津
日本語図書館の蔵書である。天津日本語図書館は1905（明治38）年に会員組織とし
て発足し、天津日本租界で四〇年間にわたって居留民に利用され、閉館時の蔵書数
は八万冊に及ぶ
（12）
。その蔵書は現在の天津図書館はその蔵書を引き継いでおり、これ
らの蔵書情報との対象やもの蔵書をその蔵書は、現在の天津図書館に引き継がれて
おり、これら蔵書との比較、検討もしてみる必要がある。
　また、戦前・戦中までに海外で収集された日本語図書が、現在までそのままの形
で保管されてきた蔵書として、ベトナム社会科学院の日本語蔵書がある。この日本
語蔵書については、現在調査、目録作成が進行している。この蔵書の形成や内容が
明らかになっていけば、PNRI 文庫との相違も見えてこよう
（13）
。
　こうした特徴をもつインドネシア国立図書館の日本語蔵書群だが、今後の研究を
考えていけば、東南アジア各地の、あるいはインドネシア国内の日本研究機関と連
（39）
携した研究が有効なものとなろう。調査成果をできるだけこうした形で有効活用で
きるよう、ジャカルタ日本文化センターの協力をあおいで、目録情報を含めた情報
公開・共有を現在は進めている。今後この文庫が有効に活用されることを願ってや
まない。
（１）拙論「図書館蔵書から読書の歴史を探る　日本占領期インドネシアの日本語図書から」
（『日本文学』761号、2016年11月）。
（２）日本出版配給会社広告（『新ジャワ』１号、1944年10月）。
（３）ジャワ新聞社『ジャワ・バルー』（復刻版、龍渓書舎、1992年２月）はコーネル大学所
蔵資料の資料をもとにした復刻であり、同じくジャワ新聞社『ジャワ新聞』（復刻版、龍
渓書舎、2913年12月）は朝日新聞社の所蔵資料をもととしている。
（４）爪哇軍政監部『一般用日本語　上』（爪哇軍政監部、刊年記載無）。内務部文教局『ニッ
ポンゴ　一』（爪哇軍政官部、1944年４月）。
（５）倉沢愛子編『大日本軍政部・爪哇軍政監部編　日本語教科書』（復刻版、龍渓書舎、
1993年１月）。
（６）龍渓書舎より、『南方徴用作家叢書』ジャワ編として一五冊の叢書が刊行されている。
（７）『海原にありて歌える』は『ジャワ新聞』（1942年12月15日）に、『潮音譜』は同（1943
年５月４日）に現地での出版広告が掲載されている。
（８）松原晩香『西方遍路』（爪哇日報社、1935年８月）。
（９）浅野晃『ジャワ戡定余話』（白水社、1944年１月）。
（10）大宅壮一「ジャワでの宣伝活動　（下）」（『東京新聞』1943年11月15日）。
（11）中込重明「講談本の研究について」（『参考書誌研究』53号、2000年10月）。
（12）李雪「戦前・戦中期の天津における日本人の社会教育に関する一考察　天津日本図書館
の教育活動を中心に」（『早稲田教育評論』30巻１号、2016年３月）。
（13）拙論「ベトナム社会科学院所蔵・旧フランス極東学院資料　共同研究と調査の進展」
（『リテラシー史研究』９号、2016年１月）。また、最新の状況については、本誌所載の渡
辺匡一論文、佐野愛子論文を参照されたい。
番号 著　　者 タイトル 出版社 出版年 月
349 今泉　定介 方丈記講義 誠之堂書店 1916 01
357 木田　吉太郎 縮刷　古今集新古今集合本 集文館 1917 03
359 柳川　重信 柳川画譜 収文堂平林庄五郎 江戸後期
362 増田　于信／生田目経徳 新註　古今和歌集講義下 誠之堂 1907 10
381 松原　晩香 西方遍路 爪哇日報社 1935 08
401 熊谷　千代三郎 校訂　西鶴全集下 平民書房 1907 03
446 大木　惇夫 海原にありて歌へる アジアヤラ出版部 1942 11
504 松宮　一也 日本語の世界的進出 婦女界社 1942 10
527 井本　農一／日本文学懇話会 日本文学の諸相 成武堂 1942 08
622 佐々木　信綱 改訂　日本歌学史 博文館 1942 01
634 吉田　澄夫 天草版金句集の研究 東洋文庫 1938 10
710 楠山　正雄 源義経　少年物語 新潮社 1943 02
730 久我　荘多郎 日本海戦譚 大衆文芸社 1943 07
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インドネシア国立図書館の日本文庫　総目録と文庫の特徴、課題
番号 著　　者 タイトル 出版社 出版年 月
753 平尾　道雄 陸援隊始末記 大日本出版社峯文荘 1942 10
754 高木　卓 青少年日本文学　聖徳太子 至文堂 1943 03
755 カステル／塩谷　太郎 微風の中の死 昭森社 1942 09
756 丸山　義二 皇農新風土記 河北書房 1941 12
757 谷崎　潤一郎 吉野葛 創元社 1940 09
759 小曽戸　弥一 背景　第一創作集 青年作家社 1942 03
760 大林　清／他 黎明鼓笛隊 八紘社杉山書店 1942 09
761 林　二九太 恩賜の包帯 新元社 1943 05
762 川辺　譲 小説　砕けぬ魂 大日本出版閣 1943 01
763 陣出　達朗 勤皇一代女 大都書房 1942 02
764 中　正男 建武の御剣 実業日報社 1942 12
765 小山　寛二 北海の霹靂 金鈴社 1942 09
766 萩原　新生 荊蕀をゆく者 高松書房 1943 07
767 伊藤　整 小説の世界 報国社 1942 01
775 石川　淳 現代訳日本古典　秋成・綾足集 小学館 1942 07
776 暉峻　康隆 現代訳日本古典　近松集 小学館 1942 09
777 佐藤　康也 活機戦　第二部 日本軍用図書 1943 06
778 南　節 マライ電撃戦 晴南社 1943 01
779 式場　隆三郎 夜の向日葵 畝傍書房 1942 11
781 風巻　景次郎 日本文学史の構想 昭森社 1942 11
782 尾崎　士郎 日蓮 小学館 1942 02
784 北村　寿夫 東方の鷹 健文社 1943 05
785 橋爪　健 鰹漁港 佃書房 1943 09
786 橋爪　彦七 民兵誠心隊 奥川書房 1942 01
788 山岡　荘八 海底戦記 第一公論社 1943 02
789 永松　浅造 壮烈海国魂 忠文館書店 1942 12
790 岩崎　志郎 海の愛情 八紘社杉山書店 1943 08
791 陣出　達朗 緋縅軍記 大道書房 1942 03
793 富沢　有為男 民族の祭典 大都書房 1942 04
794 山岡　荘八 海底戦記 第一公論社 1943 03
795 星川　周太郎 大東亜の黎明 近代小説社 1942 08
796 岡戸　武平 美しき餞 那古野書房 1943 05
797 川島　順平 脚色ガラマサどん　佐々木邦氏原
作の小説より
東成社 1942 02
798 荒木　巍 幸運児 博文館 1942 10
799 荒木　巍 幸運児 博文館 1942 10
800 日本文学報国会 文芸年鑑　二千六百三年版 桃蹊書房 1943 08
801 寒川　光太郎 流氷 高山書院 1941 07
802 丸山　義二 瑞穂の国 桜華社出版部 1942 09
803 中柴　末純 まこととまごころ 宮越太陽堂 1943 01
804 三宅　周太郎 続　文楽の研究 創元社 1942 04
805 東福　隆子 光に生きる娘たち 時代社 1942 07
807 添田　知道 小説　教育者 錦城出版社 1942 09
808 中村　吉蔵 伊藤・東郷・頭山 鶴書房 1943 08
810 坂本　七郎 光ある海 育生社弘道閣 1943 01
814 円地　文子 南支の女 古明地書店 1943 06
815 貴司　山治 維新前夜６ 春陽堂書店 1943 09
816 朝倉　文夫 航南瑣話 東和出版社 1943 05
817 坂本　七郎 鉄魂記 育生社弘道閣 1943 09
818 竹田　敏彦 前垂将軍 アカツキ書店 1942 10
819 島　栄吉 落月銀山川 大衆文芸社 1943 07
820 山本　有三 生きとし生けるもの 文藝春秋社 1943 06
823 吉田　文五郎 文五郎芸談 桜井書店 1943 02
832 稲垣　足穂 空の日本飛行機物語 三省堂 1943 01
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番号 著　　者 タイトル 出版社 出版年 月
852 保田　与重郎 近代の終焉 小学館 1941 12
876 守安　新二郎 南方小説　東亜の建設者 三杏書院 1942 10
883 甲賀　三郎 ビルマの九官鳥 フタバ書院成光館 1942 10
896 龍胆寺　雄 若い教養 希望の窓社 1943 04
1018 鴻巣　盛広 万葉集全釈１ 広文堂 1943 04
1018 鴻巣　盛広 万葉集全釈２ 広文堂 1943 05
1018 鴻巣　盛広 万葉集全釈３ 広文堂 1943 05
1018 鴻巣　盛広 万葉集全釈４ 広文堂 1943 05
1018 鴻巣　盛広 万葉集全釈５ 広文堂 1943 05
1018 鴻巣　盛広 万葉集全釈６ 広文堂 1943 04
1020 内田　丈一郎 水雷部隊 鶴書房 1943 10
1021 瀧田　憲次 図南挺身軍 天佑書房 1943 09
1022 遠藤　早泉 国語文化雑記 統制社 1943 10
1023 柴山　武矩 歌集　天日の下に 越後屋書店 1943 11
1024 三宅　周太郎 芝居 生活社 1943 06
1026 簗瀬　一雄 中世日本文学序説 萩原星文閣 1943 09
1027 本間　久雄 続明治文学史　上 東京堂 1943 10
1028 太田　水穂 歌集　かちどき 古今書院 1943 10
1029 吉田　幸一 日本文学史に於ける文学論 東洋大学出版部 1943 09
1030 田辺　勝哉 日本書紀神代巻新釈 明世堂書店 1943 06
1031 川田　順 戦国時代和歌集 甲鳥書林 1943 09
1032 植木　直一郎 日本古典研究 大明堂書店 1943 09
1033 佐藤　鶴吉 日本永代蔵評釈 明治書院 1943 09
1034 島崎　藤村 破戒 新潮社 1942 12
1035 野村　無名庵 落語通談 高松書房 1943 09
1036 柳田　国男 妹の力 創元社 1940 08
1039 川崎　大治 花とピアノ 鶴書房 1943 08
1042 百田　宗治 砂糖の木 光風館 1943 07
1043 日夏　耿之介 文学講筵 青年通信社 1943 08
1044 小沢　滋 闘ふ少年部隊 鶴書房 1043 06
1045 赤川　武助／他 戦友物語 泰光堂 1943 09
1046 徳永　直 小説勉強 伊藤書店 1943 11
1047 喜多　義勇 道綱の母 三省堂 1943 09
1048 北原　白秋 新頌 八雲書林 1940 10
1049 塚本　篤夫 銃後の歌 大衆文芸社 1943 09
1050 葉　紹釣／実藤　恵秀 芳児のおくり物 鍾美堂 1943 07
1051 内田　百間 百鬼園俳句 青磁社 1943 10
1052 山谷　春潮 野鳥歳時記 日新書院 1943 09
1053 風巻　景次郎 古事記伝１ 改造社 1943 08
1055 明治会 明治天皇御集 新潮社 1943 10
1056 野上　豊一郎 能二百四十番 丸岡出版社 1943 10
1057 松田　武夫 李花集 岩波書店 1943 09
1058 荻原　井泉水 父の終焉日記 岩波書店 1942 12
1060 沢村　勉 脚本　海軍 青山書院 1943 11
1061 和田　英松 皇室御撰之研究 明治書院 1943 08
1061 和田　英松 皇室御撰之研究別冊 明治書院 1943 08
1165 島津　敬義 太平記上 昭南書房 1943 11
1166 新関　良三 希臘・羅馬演劇史１ 東京堂 1943 11
1170 保田　与重郎 日本語録 新潮社 1943 11
1243 高木　義賢 寛永御前試合 大日本雄弁会講談社 1943 10
1244 岩田　豊雄 小説　海軍 毎日新聞社 1943 12
1245 矢崎　弾 転形期文芸の羽搏き 大沢築地書店 1941 12
1246 高木　義賢 鎮西八郎為朝 大日本雄弁会講談社 1943 12
1249 蔭山　秋穂 水戸烈公詩歌文集 明文社 1943 10
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（わだ・あつひこ／早稲田大学）
番号 著　　者 タイトル 出版社 出版年 月
1250 安成　二郎 短歌入門 月明会出版部 1943 08
1307 高木　義賢 大石良雄 大日本雄弁会講談社 1943 10
1308 高木　義賢 真田幸村 大日本雄弁会講談社 1943 12
1309 高木　義賢 塚原卜伝 大日本雄弁会講談社 1943 10
1310 高木　義賢 山中鹿之助 大日本雄弁会講談社 1943 12
1311 高木　義賢 大岡越前守 大日本雄弁会講談社 1943 11
1313 千葉　胤明 明治天皇御製謹話 大日本雄弁会講談社 1943 12
1314 鹿島　孝二 情熱工作機械 大日本雄弁会講談社 1943 12
1315 長崎　謙二郎 もののふの歌 隆文堂 1943 01
1316 高山　樗牛／柳田　泉 名作歴史文学　滝口入道 聖紀書房 1944 01
1317 次田　潤 国文学史新講上 明治書院 1943 11
1318 友田　冝剛 ものがたり歌　御国の光 国民教育普及会 1942 02
1319 青木　正児 支那文学思想史 岩波書店 1943 04
1320 桜田　士朗 防人の賦 スメル書房 1943 12
1321 宇野　千代 人形師天狗屋久吉 文体社 1944 03
1322 田中　令三 海戦と花 鮎書房 1943 12
1323 杉崎　英信 高砂義勇隊 杉崎英信 1943 07
1324 竹内　若 毛吹草 岩波書店 1943 12
1326 小倉　龍男 縹渺　０号潜水艦出撃 六芸社 1944 02
1327 唐沢　道隆 草莽の臣　高山彦九郎 弘学社 1943 10
1328 石川　淳 義貞記 桜井書店 1944 02
1329 尾崎　喜八 詩集　同胞と共にあり 二見書房 1944 03
1330 関　隆治 国学者著述綜覧 森北書店 1943 06
1331 佐山　済 日本文芸史論 越後屋書房 1944 01
1333 佐藤　惣之助／勝　承夫 大東亜戦争詩集　国を挙りて 甲子社書房 1942 12
1334 大島　万世 勤王画聖　田崎草雲 愛読社 1944 02
1335 須川　邦彦 無人島に生きる十六人 大日本雄弁会講談社 1943 06
1338 大手　拓次 詩日記と手紙 龍星社 1943 12
1339 黒板　勝美 日本書紀中 岩波書店 1943 12
1340 田部　重治 山と渓谷 新潮社 1944 03
1363 楢崎　宗重 北斎論 アトリエ社 1944 03
1364 藤井　乙男／他 芭蕉図録 靖文社 1943 10
1399 井原　西鶴 西鶴全集上 不明 不明
1404 岩田　豊雄 小説　海軍 毎日新聞社 1943 12
1405 黒岩　一郎 勤王志士詩歌集 至文堂 1943 07
1406 原　志免太郎 蛍 実業之日本社 1940 09
1407 蓮田　善明 本居宣長 新潮社 1943 04
1408 飯塚　友一郎 歌舞伎入門 朝日新聞社 1943 09
1409 桜井　忠温 銃後 春陽堂文庫 1943 01
